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管理職 17．9　　02 1．3 20．2　　0．3 1．5 2．4
計 100．0　100．053．4 100．O　lOO．053．6
（出所）Morris（1986）p．89，　p，9工
れには昇進を含あたキャリアを見なければならない。
　銀行の昇進は下位の職務にいるものから選ばれる典型的な内部昇進制であ
る。これは19世紀にまで遡れるほど，すべての銀行で永くつづいている（18）。
昇進の決定は，その候補者が定められた等級にいるかどうかと，上位の等級
に空席のポストがあるかどうかによる。空席があっても行内公募はせず，上
からの任命で決定される。新入行員は，管理者育成訓練計画に参加する大卒
をのぞき，まず1級に格付けされ後方事務を担当する。大卒は，高位就職者
（’high　flyer’）ともよばれ，早期に経営者の訓練を受け，支店を経験せず本部
での経験を積む。そして任命職になるためには，かならず銀行協会（loB；
the　Institute　of　Bankers）の試験に合格し，銀行協会資格（Banking
Diploma）をとらなければならない。ここで，かなりのていど男女のコース
がわかれる。男子はほとんど全員が試験を受けようとするが，女子で受けよ
うというものは少ない。銀行協会は1879年に銀行員の質の向上を目的に設立
（18）1885年のハワード・ロイドの言葉によると，「われわれが上級行員を任命する際には
　能力や資格が十分であるかぎり当然現在の行員の中から任命すべきであって．ときど
　き起こることがあり，また起こるにちがいない例外的な場合は，真にすぐれたところが
　あるとか，きわめて特別のかつ正当な推薦をもつ候補者に限るべきである」（Sayers
　（1957）訳書93ページ）。
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された機関で，1917年に女子にも門戸を開いた。資格取得者の女子の数を見
ると，急増してはいるが，まだ5パーセントていどである（19＞。また大学での
単位を認めるtuition制度は，1926年から続いている。教育訓練休暇（stu－
dy－leave）をもらって，全日か半日，大学に出席し，この制度を利用する。
以前は通信教育とか夜学が多かったが，昼間の制度が普及してきた。教育訓
練休暇をもらえなかったものは，自由時間に勉強をしなければならない。
　どのくらいの勤続で昇格できるかを，バークレイズ銀行の例でみよう。勤
続5年までに，男子の30パーセント，女子の10パーセントが3級以上にな
る。勤続5－！0年では，男子の20パーセント，女子の2パーセントが事務職
の最高位になり，男子の12パーセント，女子の0．2パーセントが任命職にな
る。勤続11－15年では，男子の44パーセント，女子の9パーセントが事務職
の最高位になり，男子の29パーセント，女子の0．2パーセントが任命職にな
る。この段階でも女子の60パーセントが3級のままである。勤続16－20年に
なると，男子の63パーセント，女子のO．5パーセントが任命職になり，4級に
は，男子の25パーセント，女子の22パーセントがいる（20）。年齢でみると，あ
る銀行の例では，銀行協会資格をとれば，20代のなかばから後半で任命職に
なり，30代の半ばごろに支店の管理をまかせられる（21）。
　4－2　銀行の再雇用制度
　1971年の職務評価制度の導入により，形式的に男女はまったく平等になっ
たが，より一層の男女平等への動きと女子活用の動きから，男女平等の政策
が検討されていく。そして1981年に，ナショナルウェストミンスター銀行が
積極的活動（22）の一環として，5年間の試験期間のもとに再雇用制度を導入す
（19）　Povall　（1985）　p．339．
（20）　BIFU　（1985）　p，　5．
（21）　Marsden　（1982）　p，12．
（22）Positive・Actionの訳で，目標をさだめ女子を一定割合採用したり，管理職につけて行
　く計画のことである。アメリカではAffirmative　Actionとよばれる。
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る。その後，ロンドン手形交換所加盟銀行の四大銀行の残りの銀行は，これ
とよく似たシステムを相次いで導入していく。1982年にPイズ銀行，1985年
にミッドランド銀行が最長5年の中断期間の制度をもうける。そして1986年
にバークレイズ銀行が2年の制度を導入する。ここでは最初に導入したナ
ショナルウェストミンスター銀行の例を紹介しよう。
　ナショナルウェストミンスター銀行は，純所得でヨーPッパ第一，総資産
でもバークレイズ銀行についでイギリス第二の巨大銀行である（23）。この銀行
が再雇用制度を導入した目的は，いうまでもなく，男女行員が雇用を一時中
断して，幼い子の世話をできるようにすることだが，二つの制度からなる。
ひとつはりエントリー制度（Re－entry　Scheme）といい，最長5年間，育児の
ための中断を認め，原職復帰を保証し，必要であれば再訓練（refresh
training）もほどこす。これは上級・中級の管理職になる潜在能力をもつ行
員のための制度で，ごく一部のものすごく有能な行員のみが資格を持つ。こ
れに対して，予備行員制度（Reservist　Scheme）は最長5年の中断だが再雇
用は保障しない。対象者にふさわしい仕事の空席の待ちリストにのせられ
る。そしてこの制度は，誰でも参コ口きる可能性はあるが，査定によって有
能な行員に限られている（24）。現在は事実上，ほとんどすべての行員をカバー
しているが，リエントリー制度とおなじように，計画への参加者の人選は経
営側の裁量による。
　対象者の資格は，以前は勤続5年以上であったが，1989年半月1日から，
勤続2年以上になっている。社会保険等については，中断期間中の勤続年数
はどちらの制度とも算入されないが，年金加入可能期問についてのみ，30年
をこえる場合は算入される。また中断期間中に技能が衰えないように，様々
な工夫がなされている。まず参加老は年1回の研究会への出席や！年に少な
（23）　The　Economist，　7　April　1990．
（24）満足な業績（satisfactory　performance）が必要条件である。
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くとも2週間の出勤が要請されている（25）。それ以外に銀行の様々な情報を郵
送したり，行事への招待も行っている。また中断期間中に適当な銀行資格取
得のための勉強を続けることが奨励されている。中断期間の上限は5年であ
るが，経営側の裁量により，延長することも可能である。二つの制度を合わ
せると，現在150人の行員が利用している。
　4－3　評価
　第2節でみたように，イギリスにおいても，いまや技能形成の主流は内部（
労働市場において行われる。このことを前提として再雇用制度を評価しなけ
ればならない。イギリスの研究者は，この点の認識がまったく欠けている。
技能が一つの企業で高められていくものであれぽ，とにかく中断期間を短く
しなければならない。その中断中にも，技能が低下しないように企業も当事
者も努力すべきである。その点において，各企業でもうけられている「技能
低下防止システム」は優れたものといえよう。ただ，ケースによっては，時
折スタッフが電話で話すていどのものもあり，密度は様々である。マルコニ
社にみられるような学会への参加を援助するような積極的なものが望まし
い（26｝。けれども，このような積極的な：方策をもし全員の女子に進めていく
と，莫大なコストがかかる。そのため，どうしても査定によって取得できる
労働者を選別することは避けれない。ほとんどの企業が査定によって選んで
おり，問題はどれだけの人間を選ぶかという，その程度だといえよう。
　このイギリスの再雇用制度は，一時的な労働力不足への対応策と捕らえる
べきでなく，長期的な女子の活用策と考えるべきである。しかしながら，イ
ギリスという国の立場から考えると，保育所の絶対的不足を解決しなけれ
（25）中断期間中に，パートタイムの仕事にずっとつくという選択もとれる。この場合はあ
　る種の給付の権利が保持できる。
（26）マルコニ社は1988年現在従業員4050人の電気エレクトロニクス機器製造の会社で，
　GECの子会社である。技術職のみが再雇用制度の対象で，　Keeping　in　Touchには，5
　年間の専門学会の会費，旅費，専門雑誌の費用を会社が出すというものがある。また会
　社の最先端技術コースには参加することが強く望まれている（EOC（1987））。
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ば，女子活用を真に定着せしめるものにはならないであろう。現行の再雇用
制度の5年の中断期間は，イギリス初等教育システムに合わせたものであろ
うが，変化の激しい経済では，中断が長すぎて技能の陳腐化を起こしやす
い。いくら技能低下防止の方策をやっても限界があろう。たしかに前述した
ように，これからイギリスで出生率の低下が続くとすると，子どもの数は
減ってこよう。このため，わが国の場合は，保育所の定員割れが問題となっ
ている。しかしイギリスの場合は利用可能な保育所の絶対数が少なすぎる。
ブルーナーがいうように，咄産率の低下は5才以下の子供人口数を減らす
だろう。しかし，その人口の中で，親が就学前保育施設を求めている子供の
割合は，疑いもなく増加するだろう」（27）。もちろん保育所がないから職場復
帰を諦めた人がほとんどだというのは言いすぎである。自分で子どもを育て
たいという人もかなりいることも事実である。妊娠中には復職する計画や希
望があったのに，出産後復職しなかった152人の女性にその理由を尋ねた調
査がある（28）。それによると，「適当な仕事がない」の36パーセントを上回る
57パーセントが「保育」に関する理由をあげている。子どもが可愛くなって
「自分で子どもを世話することを選んだ」者が22パーセントいるが，「子ども
を見てくれる人がいない」22パーセント，「保育所，チャイルドマインダーが
利用できない」8パーセント，「保育料が高すぎる」5パーセントと家庭外保
育関連の理由をあげるものが35パーセントもいる（291。さきにあげたパートタ
イムでやむなく働いている人を含めて考えると，保育所の供給が需要を生み
出すというセイ法則は単純すぎるとはいえ（30），潜在需要はかなり：大きなもの
であろう。
（27）Bruner（1980）訳書49－50ページ。
（28）　Daniel　（1980）　p．60．
（29）これは重複回答である。
（30）ブルーナーがセイ法則に近いことを言っている（上掲訳書166ページ）。
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